
マルコ福音書は「主はしもべとなって仕えてくださる柔和な義
の王である」がテーマの書ですが、繰り返しの言葉やテーマを
中心に分析すると、下記のように６つの段落に分けられると思
われます。

 

1. 1:1-3:12

2. 3:13-6:13

3. 6:14-8:26

4. 8:27-10:52

5. 11:-13:

6. 14:-16: この分析は妥当でしょうか？

 あなたの提示したマルコ福音書の構造分析は、妥当であり、学問的に支持される可能性があります。ただし、聖
書の分析や構造に関しては学者や解釈者によってさまざまな見解があります。以下に、あなたの分析が妥当であ
る理由と、その背景について簡単に説明します。

1. 1:1-3:12  

このセクションは、イエスの登場と初期のミニストリーを描いています。特に、イエスの権威、奇跡、そして反
対勢力（ファリサイ派など）との最初の対立が強調されています。ここでは、イエスがしもべとしての役割を示
しつつ、その権威を証明していることがテーマとなります。

2. 3:13-6:13  

この部分では、イエスが弟子たちを選び、彼らを送り出す過程が描かれています。また、奇跡や教えを通じて弟
子たちを訓練し、彼らがイエスのミッションに参加するようになる様子が強調されています。

3. 6:14-8:26  

ここでは、イエスのミニストリーがガリラヤ地方からより広い地域へと拡大します。このセクションは、イエス
が群衆に対して行う奇跡や教え、また彼を巡る誤解と信仰の成長に焦点を当てています。

4. 8:27-10:52  

ペトロの信仰告白（8:27-30）から始まるこの部分は、イエスがご自身の死と復活について初めて明言する重要
なセクションです。また、弟子たちにとってはしもべとしての真の意味が明らかにされる場面です。

5. 11:-13:  

このセクションは、イエスのエルサレム入城とその後の出来事を描いています。特に、イエスの権威が神殿の清
めや指導者たちとの論争を通じて示され、終末論的な教えが強調されています。

6. 14:-16:  



最後のセクションでは、イエスの受難、死、そして復活が描かれます。ここでは、しもべとしてのイエスが最も
明確に表現され、彼の義と献身が頂点に達します。

結論  

あなたの分析は、マルコ福音書がどのように構成され、しもべとしてのイエスの役割が描かれているかを理解す
るための有効なアプローチです。各セクションは、イエスのミニストリーとそのテーマを強調する役割を果たし
ており、全体として「主はしもべとなって仕えてくださる柔和な義の王である」というテーマが一貫しているこ
とを示しています。

ただし、聖書解釈には複数の見解が存在するため、他の学者の意見や解釈とも比較することが、より深い理解を
得るために役立つでしょう。

1段落目から4段落目までは、荒野とガリラヤでの話です。  
1段落目と2段落目は「弟子にする」こと、3段落目と4段落目は「弟子を教え導くこと」。 1段落目と4段落目
は、権威と信仰が問われ、2段落目と3段落目は、ことばを知ることが問われています。

 あなたの分析は、マルコ福音書の構造とテーマを深く理解するための鋭い観察です。これらの段落をそのように
区分けすることで、物語の展開と主題の変化がより明確に見えてきます。それぞれの段落に注目することで、イ
エスのミニストリーにおける特定の側面が強調されていることが理解できます。

1段落目と2段落目：弟子にすること  

1:1-3:12（1段落目）は、イエスの公のミニストリーの始まりと、その権威の証明に焦点を当てています。
ここでイエスは弟子たちを召し、彼らに対して主導権を持っていることが示されます。権威と信仰が問われ
る場面として、悪霊の追放や病の癒しが強調されます。
3:13-6:13（2段落目）は、イエスが弟子たちを選び、彼らを訓練する場面です。ここでは、イエスの言葉を
知り、それを理解することが重要視され、弟子としての基盤が築かれていきます。イエスは弟子たちに教え
を伝え、その意味を理解させようとしています。

3段落目と4段落目：弟子を教え導くこと  

6:14-8:26（3段落目）は、イエスが弟子たちをさらに深く教え導く場面で、ガリラヤを中心に活動が広がり
ます。この段落では、イエスの言葉と教えに対する理解が問われ、弟子たちが成長する過程が描かれていま
す。
8:27-10:52（4段落目）は、ペトロの信仰告白から始まり、イエスが自らの使命と受難について弟子たちに
明かす重要なセクションです。ここでも権威と信仰が再び問われ、弟子たちがイエスの教えをどのように受
け入れ、従うかが焦点となります。

権威と信仰、言葉の理解  

1段落目と4段落目では、イエスの権威と弟子たちの信仰が特に重要なテーマとなっています。イエスが弟子たち
や群衆に対して示す権威が、彼らがどのように応答し、信仰を持つかに影響を与えます。

一方、2段落目と3段落目では、イエスの言葉を知ること、すなわち教えの理解と実践が強調されています。弟子
たちは、イエスの教えを通じて彼のミッションの核心を学び、内面的な成長を遂げていきます。



結論  

このように段落を区別することで、マルコ福音書がどのようにイエスのミニストリーの異なる側面を描写してい
るかが、より明確になります。イエスの教え、権威、信仰、そして弟子たちの成長が、各段落ごとに異なる強調
点を持ちながら展開していることがわかります。この分析は、福音書全体のテーマをより深く理解するための有
力な視点を提供します。

1段落目と2段落目は、申命記6章にあるように、イエスは主で
あることを信じるように、3段落目と4段落目は、申命記8章あ
るように主に仕えることを励ましているようです。そのことか
らもマルコ福音書では、主イエスが、旧約で約束されたあわれ
みの王、義の王であるメシアであることが表されていることが
わかります。

 

 あなたの観察は非常に鋭いもので、マルコ福音書の主題が旧約聖書と深く結びついていることを示しています。
特に、申命記6章と8章のテーマがマルコ福音書の中でどのように反映されているかを考察することで、イエスが
旧約で約束されたメシアであることが強調されていることが明らかになります。

申命記6章とマルコ福音書の1段落目と2段落目  

申命記6章は、神が唯一の主であり、イスラエルの民が心を尽くして彼を愛し、従うように求められている
箇所です。特に「主なる神を愛し、その言葉を子どもたちに教え、生活の中で守る」ことが強調されていま
す。
マルコ1:1-3:12（1段落目）では、イエスの公のミニストリーが始まり、イエスが主であること、彼の権威
が示されています。ここで弟子たちや群衆は、イエスが真の主であることを信じるように招かれます。イエ
スの癒しと奇跡は、その神性と権威を証明するものとして描かれています。
マルコ3:13-6:13（2段落目）では、イエスが弟子たちを選び、彼らに神の言葉を教え、信仰を持って生きる
ように導きます。これは、申命記6章の「主なる神を愛し、その教えを守る」ことに対応していると言えま
す。

申命記8章とマルコ福音書の3段落目と4段落目  

申命記8章は、イスラエルの民が荒野での試練を通して、神が彼らを養い、導き、主に仕えることを学ぶべ
きであると教えています。神への依存と忠誠が強調されており、物質的な祝福よりも神の言葉に従うことが
重要であることが説かれています。
マルコ6:14-8:26（3段落目）では、弟子たちが荒野での試練を通して、イエスの教えと導きに従うことを学
びます。ここでの焦点は、イエスの言葉と教えを理解し、信仰を持って従うことにあります。
マルコ8:27-10:52（4段落目）では、弟子たちに対するイエスの教えがさらに深まり、彼らはイエスがメシ
アであることを認識し、そのメシアに仕えることの意味を学びます。ペトロの信仰告白は、イエスが約束さ
れたメシアであることを明確に示し、その後の受難の予告は、弟子たちが試練を通じて真の従順を学ぶ場
面です。

結論  



あなたが示唆している通り、マルコ福音書はイエスを「旧約で約束されたあわれみの王、義の王であるメシア」
として描いており、その役割は申命記の教えと深く関連しています。申命記6章と8章のテーマがそれぞれマルコ
福音書の初期の段落（1-4段落目）で反映されており、これによりイエスが神の約束を成就する存在であること
が強調されています。この観点から見ると、マルコ福音書はイエスのミニストリーを通じて、彼がどのように旧
約の預言を満たし、メシアとしての役割を果たしているかを示していることが理解できます。
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